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八
月
一
九
日
 

ー
 
（
木
）
晴
。
九

時
五
〇
分
ゆ
う
 

れ
ー

づ
る
六
号
で青
 

森
着
。
市
民
文

化
会
館
に
か
け

つ
け
る
と
、
保

健
婦
の
植
田
、
 

堀
内
、
小
野
、
山
谷
の
皆
さ
ん

が
汗
だ
く
で
出
稼
協
会
員
の
健

康
相
談
に
忙
し
か
っ
た
。
 

そ
の
結
果
、
相
談
の
あ
っ
た

一
五
六
名
中
、
要
注
意
が
血
圧

測
定
で
は
男
九
名
、
女
五
名
、
 

尿
検
査
（
蛋
白
と
糖
）
で
は
、
 

男
三
九
名
、
女
九
名
で
合
計
六

二
名
の
予
想
外
の
数
字
で
あ
っ

た
の
で
、
私
か
ら
も
「
現
地
へ

到
着
し
た
ら
会
社
へ
話
を
し

て

全
員
が
再
度
検
査
を
さ
れ
る
よ

う
に
」
 
とく
に
要
望
し
た
。
 

一
一
時
か
ら
始
ま
っ
た
総
会

に
於
て
は
奈
良
職
業
安
定
所
長

か
ら
雇
用
保
険
法
の
内
容
と
現

在
の
雇
用
失
業
状
勢
に

つ
い
て

お
話
し
が
あ
り
、
景
気
が
上
向

い
て
来
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
、
 

例
え
ば
出
稼
者
の
求
人
状
況
を

み
る
と
四
八
年
の
石
油
シ
ョ
ッ

ク
を
ピ
ー
ク
に
四
九
年
度
は
前

年
の
半
分
、
同
じ
く
五
〇
年
度

も
前
年
の
半
分
に
減
少
し
た
が

本
年
度
に
至
っ
て
四
月
一
、八
八

三
名
（
前
年
同
期
比
六
三
％
増
 

）
五
月
一
、五
四

一
名
（
二
八
七

％
増
）
六
月
二
四
〇
名
（
六
〇

％
増
）
七
月
三
八
二
名
（
三
九
 
 

〇
％
増
）
と
好
転
し
つ
つ
あ
る

が
、
今
後
の
経
済
成
長
率
は
、
 

四
ー
八
％
の
間
で
安
定
成
長
軌

道
を
歩
む

こ
と
に
な
る
の
で
届

出
に
よ
る
安
全
就
労
を
目
指
す

よ
う
要
望
が
あ
っ
た
。
 

ま
た
沢
山
基
準
監
督
署
長
か

ら
は
、
全
国
の
労
災
死
亡
事
故

が
三
千
人
に
も
昇
っ
て
お
り
、
 

賃
金
不
払
い
や
事
故
防
止
に

つ

い
て
事
例
を
引
い
て
の
お
話
し

が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
県
外
他

署
か
ら
補
償
関
係
に

つ
い
て
の

依
頼
調
査
に
よ
る
と
、
五
〇
年

度
に
お
け
る
西
北
五
出
身
関
係

分
一

一
八
件
の
う
ち
補
償
費
別

で
は
、
療
養
補
償
二
四
件
、
休

業
補
償
二
〇
件
、
障
害
補
償
六

〇
件
、
遺
族
九
件
、
そ
の
他
五

件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も

届
出
を
し
な
い
た
め
に
逆
に
稼

ぐ
つ
も
り
が
借
金
を
し
て
帰
っ

て
き
た
例
も
あ
る
の
で
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
お
話

し
が
あ
っ
た
。
総
会
に
お

い
て

は
高
橋
佐
次
兵
衛
さ
ん
が
議
長

席
に

つ
き
、
斉
藤
由
雄
、
乗
田

惇
、

一
戸
正
道
、
館
山
清
志
ら

の
皆
さ
ん
方
か
ら
活
発
な
意
見

が
出
て
力
強
く
終
り
、
引
続
き

大
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
た
安
全

出
稼
祈
願
祭
に
参

列
し
、
二
時

高
瀬
衛
生
処
理
場
へ
向
か
う
。
 

来
る
二
十

一
、
二
の
県
民
体

育
大
会
に
備
え
て
プ
ラ
ン
タ

ー
 

の
花
が
植
え
替
え
ら
れ

一
段
と

美
し
い
。
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フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
 

来
年
の
国
体
を
前
に

柔
道
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
県
民
体
育
大
会
に
来
五
す
る

人
々
に
好
印
象
を
与
え
、
明
る

い
き
れ
い
な
環
境
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
道
路
わ
き
に
国
体

の
花
を
植
え
ポ
ッ

ト
を
置
い
た
。
 

水
を
や
り
、
草
を
と
り
、
手

入
れ
し
て
く
れ
た
市
民
の
方
に

厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

去
る
八
、
九
の
両
日
花
を
取

り
替
え
一
中
を
中
心
に
約
九
百

個
の
ポ
ッ
ト
を
配
置
し
た
が
、
 

赤
い
鶏
頭
、
サ
ル
ビ
ア
が
ご
つ

そ
り
引
き
抜
か
れ
た
り
、
心
な

い
人
の
仕
業
か
ポ
ッ
ト
が
ひ
っ

く
り
か
え
さ
れ
た
り
。
ひ
ど
い

の
に
な
る
と
、
そ
ば
や
う
ど
ん

の
つ
ゆ
が
か
け
ら
れ
た
り
し
て

い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。
 

お
互
い
き
れ

い
な
町
づ
く
駅

そ
し
て
美
し
い
環
境
づ
く
り
に

協
力
し
て
下
さ
る
よ
う
、
心
か

ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

さ
る
七
月
十
三
日
の
福
山
火

災
災
害
に
あ
わ
れ
た
被
災
者
の

皆
さ
ん
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
 

ま
t
 

工
 
事
 
“
 

つ
い
て
は
、
被
災
者
の
方

々

に
古
川
電
気
商
会
、
三
明
電
機

が
協
同
で
復
旧
と
新
築
の
電
気
 

工
事
を
原
価
で
請
け
負
い
す
る
 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
 

希
望
の
方
は
市
福
祉
事
務
所
に
 

ご
連

絡
下
 

さ
い
。
 

▽
連
絡
先
 
市
福
祉
事
務
所
 

（
電
話⑤

2
1
1
1
番
、
内
線
 

2
6
5
番
）
 

片
し
 福
山
火
災

被
災
者
に
 

H”
 
唾
薮
 

原
価
で

請
負
い
 

国

体
 
へ
 
 

五

心
 
で
市
民
 
総
参

加
 

福
山
火
災
災
害
の
被
災
者
に

と
、
県
善
意
銀
行
五
所
川
原
支

店
に

一
般
市
民
か
ら
の
見
舞
金
 

（品
）
の
預
託
が
相
次
ぎ
、
十

七
件
、
二
十
六
万
円
の
見
舞
金
 

（
ほか
に
物
品

一
三
点
）
の
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
o
 

こ
の
た
め
、
市
と
市
社
会
福

祉
協
議
会

（
坂
本
庸
一
会
長
）
 
 

で
は
、さ
る
八
月
十
四
日
、家
屋

の
全
焼
と
半
焼
、
全
壊
の
被
害

に
あ
っ
た
十
三
戸
に
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
の
金
品
を

届
け
ま
し
た
。
ー
写
真
右

ー
 

ま
た
、
福
山
火
災
災
害
の
被

災
者
に
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
赤

十
字
社
、
共
同
募
金
会
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
あ
わ
せ
て

十
七
万
五
千
円
の
見
舞
金
と
日

用
品
セ
ッ
ト
七
十
五
点
、
毛
布

百
二
十
九
枚
の
見
舞
品
が
贈
ら

れ
、
五
十
戸
の
被
災
者
に
届
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

善
銀
に
善
意
を
寄
せ
ら
れ
た
方

々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

津
軽
富
士
見
ラ
ン
ド

（
阿部

清
社
長
）
、
市
消
防
団
第
六
分

団
第
四
部
（
田
中
宏
毅
ほ
か
三

人
）
、
五
所
川
原

小
学

校
四

年
生

（
大
村牧
子
代
表
）
、
鶴

田
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
出
町

八
百
吉
会
長
）
、
五
所
川
原
地

区
更
生
保
護
婦
人
会

（
佐
々
木

初
海
会
長
）
、
弘
前
市
一
学
生
 

五
所
川
原
第
一
高
校
（
境
勇
 

九
月
二
十
一
日

（
火
）ー
九

月
三
十
日

（
木
）
ま
で
 

▽
運
動
の
重
点
は
 

歩
行
者
、
と
く
に
こ
ど
も
（
 

幼
児
お
よ
び
小
学
生
）
と
お
と

し
よ
り
の
事
故
防
止
を
 

ま
た
、
自
転
者
利
用
者
の
事

故
防
止
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

の
推
進
に
ご
協
力
下
さ
い
。
 

市
民
総
ぐ
る
み
の
交
通
安
全

意
識
e
高
揚
と
交
通
事
故
防
止

を
は
か
り
、
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
願
い
ま

す
。
 

＠
 
五
十
一
年
度
の
政
府
に
売

り
渡
し
す
る
米
の
配
分
に

つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

一
、
配
分
数
量
の
算
定
方
式
は

申
告
耕
作
面
積

×
六
〇
〇
矯

か
五
七
〇
取
（
五
七
〇
嘱
は

毘
沙
門
・
飯
詰
地
域
、
松
島
 

・

長
橋
・
七
和
地
域
の
一
部
 

）
ー
純
生
産
量
 

純
生
産
量
 
農
家
保
有
量

（
 

一
人
年
間
一
六
〇
嘱
）
廿
政

府
売
渡
可
能
数
量
 

政
府
売
渡
可
能
数
量

×
決
定

比
率
（
九
〇
・
七
％
)
l
決

定
限
度
数
量
 

二
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
 

五
十
二
年
度
よ
り
政
府
に
米
 
 

を
売
り
渡
す
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
 

①
五
十
一

年
に
新
規
開
田
し
、
 

五
十
二
年
に
作
付
す
る
も
の
。
 

①
現
況
が
田
で
あ
っ
て
も
、
 

登
記
地
目
が
畑
・
原
野

・
山

林
等
の
場
合
。
 

③
五
所

川
原
市
に
住
所
を
有

し
な
い
人
。
 

※
 
登
録
生
産
者
（
今
ま
で
米

を
売
り
渡
し
、
し
て
い
る
人
 

）
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
必

ず
名
儀
変
更
を
し
て
く
だ
さ

い
。
 

吉
校
長
）
、
車
力
フ
ォ
ー
ク
ロ

ッ
ク
村
（
佐
藤
誠
代
表
）
、
東

芝
西
北
ミ

ニ
ク
ラ
ブ

（
黒
滝
清

三
会
長
）
、
五
所
川
原
工
業
高

校
職
員
一
同
、
五
所
川
原
商
業

高
校
（
下
山
弘
校
長
）
、
松
野

木
山
内
清
祐
民
生
委
員
、
長
橋

創
価
学
会
一
同
、

ア
ッ
プ
ル
ーフ

ン
ド
南
田
温
泉

（
葛
西
甚
八
取

締
役
）
、

野
里
小
学
校
P
T
A
 

（
工藤
賢

一
会
長
）
、
株
式
会

社
鎌
田

（
鎌
田
嘉
兵
衛
社
長
）
 

市
社
会
福
祉
協
議
会

（
坂本
庸

一
会
長
）
 

ー
秋
の
交

通
安
全

J
 

運
動

L
 

a纏
惑
蕪
漸
引
ン
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「
 

 

国
下
水
道
促
進
デ

ー
 

理
解
と
‘
“力
を
願
い
ま
す
 

会。 

~二7二ごて二一一一 
I 第16回全国 

~下水道促進デー 

i 	懸賞募集 

I 小、中学生を対象に図 

I 画（ポスターでもよい） 

，標語、作文を募集してい 

I ます。 

レ締切りは 10月20日

まで。詳しくは、市下水

ノ道課にお問いあわせくだ

さい。 

レ主催 日本下水道協 

美
し

い
自
然
、
豊
か

で
う
る
お

い
の
あ
る
生

活
、
調
和
の
あ
る
環
境

こ
れ
は
私
た
ち
の

望
む
姿
で
す
。
 

下
水
道
は
、
私
た
ち

が
望
む
快
適
な
居
住
環
境
の
実

現
、
河
川
な
ど
の
水
質
汚
濁
を

防
ぐ
重
要
な
施
設
で

す
。
し
か

し
、
下
水
道
の
普
及
状
況
は
、
 

全
国
で
二
二
・
八
督
と
著
し
く

お
く
れ
て
お
り
ま
す
。
 

九
月
十
日
の
 
「全
国
下
水
道

促
進
デ

ー
」
 
は
、下
水
道
整
備

の
促
進
に
、
皆
さ
ん

の
深
い
理

解
と
協
力
を
願
う
も
の
で
す
。
 

下
水
道
整
備
に
は
、
多
額
の

費
用
と
長
い
年
月
を
要
し
ま
す

が
、
五
所
川
原
市
も
、
昭
和
四
 

こ
の
季
節
に
な
る
と
、
市

内
各
所
で
よ
く
見
る
こ
と
の

出
来
る
野
鳥
で
あ
る
。
 

電
線
や
杭
に
止
っ
て
、
キ

イ
ー
キ
イ
ー
キ
イ
ー
と
力
強

く
鳴
き
な
が
ら
尾
を
動
か
し
 
 

九
年
度
に
事
業
認
可
を
う
け
、
 

い
ま
、
新
宮
団
地
内
で
汚
水
管

き
ょ
築
造
工
事
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
 

工
事
の
施
行
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
種
々
ご
迷
惑
を
か
け

て

お
り
ま
す
が
、
市
の
将
来
の
た

め
、
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
ま
す
。
 

下
水
道
と
は
 

家
庭
の
台
所
、
風
呂
な
ど
の

生
活
汚
水
、
工
場
、
事
業
所
な

ど
の
排
水
を
地
下
に
埋
設
し
た

管
で
終
末
処
理
場
に
集
め
、
汚

水
を
物
理
、
化
学
的
に
処
理
し

水
質
公
害
の
起
き
な
い
水
に
浄

化
し
て
川
に
流
す
も
の
で
す
。
 

下
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
と
 

モ
ズ

（
モ
ズ
科

）
 

て
い
る
の
が
印
象
に
残
る
。
 

姿
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
く

ち
ば
し
が
ワ
シ

・
タ
カ
の
よ

う
に
下
方
に
わ
ん
曲
し
て
鋭

く
尖
が
り
、
肉
を
引
き
裂
く

の
に
適
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
 

便
所
は
水
洗
化
と
な
り
、
快
適

な
生
活
が
営
め
ま
す
。
 

《
下
水
道
伸
ば
す
郷
土
に
 

育
つ
夢
》
 

「
モ
ズ
の
ハ
ヤ
ニ
エ
」
 
と

い
っ
て
、
カ
エ
ル
、
ト
カ
ゲ

バ
ッ
タ
類
、
ト
ン
ボ
類
を
樹

の
刺
や
小
枝
に
突
き
さ
す
奇

習
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
縄
張

り
を
示
す
も
の
と
言
わ
れ
て
 

い
る
。
 

津
軽
で
は
「

モ
ズ
タ
カ
」
 

と
俗
称
し
て
い
る
が
、
そ
の

生
態
を
よ
く
観
察
し
て
の
呼

び
名
で
あ
り
、
感
心
さ
せ
ら
 

れ
る
。
 

ー

野
草
の
観
察
会
 

九
月
八
日
 

▽
と
き
 
九
月
八
日
（
水
）
 

午
後
五
時
か
ら

（
雨天
中
止
）
 

▽
集
合
 
元
町
八
幡
宮
境
内

▽
準
備
 
メ
モ
帳
 

一
般
、
小
、
中
学
生
の
参
加

を
歓
迎
し
ま
す
。
参
加
料
は
不

要
で
す
。
 

▽
主
催
 
津
軽
植
物
の
会
ほ

か
。
 

コ
葉

タ
バ

コ
の
 

一
 
栽
培
者
を
募
集

ー
 

市
で
は
、
葉
タ
バ

コ
を
栽
培

す
る
方
々
の
希
望
者
を
取
り
ま

と
め
て
お
り
ま
す
。
 

葉
タ
バ

コ
は
、
三
月
に
種
を

ま
き
、
苗
を
育
て
て
四
月
下
旬

か
ら
五
月
上
旬
に
か
け
本
畑
に

移
植
、
七
ー
八
月
に
収
穫
し
ま
 

一
 

計
量
法
に
よ
る
ガ
ラ
ス
電
極

式
水
素
イ
オ
ン
濃
度
計
（

P
H
 

計
）
の
検
定
を
九
月
十
六
日
（
 

木
）
午
前
十
時
か
ら
青
森
県
計

量
検
定
所
（
青
森
市
新
町
二
丁

目
四
ー
四
）
で
行
な
い
ま
す
の

で
検
定
を
受
け
て
下
さ
い
。
 

機
械
電
子
検
査
検
定
協
会
に
 

（仮
申
請
）
公
示
後
十
日
以
内

に
届
く
よ
う
電
話
ま
た
は
郵
送

に
よ
り
次
の
内
容
を
ご
連
絡
下
 

検
出
部
と
 
型
式
承
認
さ
れ

指
示
 

部
  

た
も
の
 

す
。
 

そ
の
あ
と
、
乾
燥
作
業
を
行

な
い
十

一
月
中
旬
か
ら
二
月
下

旬
ま
で
に
出
荷
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
収
量
は
、
十
耳
当
た

り
二
百
九
十
七
鰭
前
後
で
、
収

益
は
三
十
万
九
千
円

（
五
十
年

度
平
均
）
に
な
り
ま
す
。
 

栽
培
希
望
者
は
、
市
農
林
課
 

（本
庁
三
階
）
に
お
間
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

移

動
交
通

事
故

相

談
所
 

▽
と
き
 
九
月
八
日
、
二
十

二
日
（
水
）
午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

一
一
階
 

一
 

さ
い
。
 
（
申
請
書
、
検
定
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
 

▽
種
類
▽
製
造
者
、
型
式
番

号
▽
連
絡
担
当
者
（
部
課
名
、
 

電
話
番
号
）
 

▽
指
定
検
定
機
関
 

（
財
）
機
械
電
子
検
査
検
定

協
会
関
東
計
器
検
定
所
（
東
京

都
世
田
谷
区
砧
一
丁
目
二
一
番

二
五
号
、
電
話
〇
3
1
4
1
6
 

1
5
5
61
番
）
 

か
つ
計
量
器
に
型
式
承
認
 

番
号
の
表
記
し
て
あ
る
銘
 

板
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
 

9月10日 

P
H
計
の
移
動
検
定
 

県
計
量
検
定
所
で
 

ガ
ラ
ス
電
極
式
水
素

イ
ォ
ン

濃
度
計
 



一
 
傷
病
年
金
ま
た
は
障
害
年

金
等
を
受
給
し
て
い
る
旧
軍
人
 

・

軍
属
・
準
軍
属
が
、
昭
和
一
一

十
九
年
四
月
一
日
以
降
、
そ
の

給
付
事
由
以
外
の
傷
病
で
死
亡

し
た
場
合
に
も
、
遺
族
に
特
別

年
金
（
年
額

一
〇
万
円
）
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

た
だ
し
、
死
亡
者
に

つ
い
て
、
 

改
正
さ
れ
、
昭
和
二
十
八
年
七

月
三
十

一
日
ま
で
と
な
り
ま
し

た
。
 

三
 
戦
没
者
等
の
夫
で
、
六
十

歳
以
上
の
場
合
は
、
・
公務
扶
助

料
ま
た
は
、
遺
族
年
金
等
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

た
だ
し
、
再
婚
等
を
し

て
い

る
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

付
金
」
六
十
万
円
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
c
 

戦
傷
病
者
の
妻
に
支
給
さ

れ
る
特
別
給
付
金
が
満
額
支
払

完
了
し
た
場
合
は
、
さ
ら
に
新

た
な
特
別
給
付
金
（
三
十
万
円

ま
た
は
十
五
万
円
）
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

昭
和
六
年
九
月
十
八
日
以
 

叫
競

雛

戦
隻
没
）
病
者
遺
族
等
の
援
護
法
、
 
 
恩
給
法
が

一
部
改
正
誰
騨
昨
 

等
を
受
け
て
い
る
遺
族
が
あ
る

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

二
 
戦
没
者
等
の
妻
で
昭
和
一
一

十

一
年
二
月
一
日
以
降
再
婚
し
、
 

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
九
日

ま
で
に
離
婚
等
に
よ
り
、
そ
の

婚
姻
を
解
消
し
て
い
る
場
合
は
、
 

遺
族
年
金
等
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
離
婚
の
時
期
が
 

四
 
戦
傷
病
者
の
妻
に
支
給
さ

れ
る
特
別
給
付
金
（
十
万
円
ま

た
は
五
万
円
）
を
受
け
た
後
、
 

戦
傷
病
者
が
昭
和
四
十
八
年
四

月
一
日
前
に
死
亡
し
、
こ
れ
に

よ
る
公
務
扶
助
料
ま
た
は
公
務

起
因
等
に
よ
る
遺
族
年
金
等
を

受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
 
「戦

没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
 

ま
で
の
間
、
い
わ
ゆ
る
満
洲
事

変
期
間
の
戦
傷
病
者
で
、
傷
病

恩
給
ま
た
は
傷
病
年
金
、
障
害

年
金
等
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
 

そ
の
妻
に
特
別
給
付
金

（三
＋

万
円
ま
た
は
十
五
万
円
）
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

詳
し
く
は
、
市
窓
口
サ
ー
ビ

ス
課
に
お
問
い
あ
わ
せ
下
さ
い
。
 

おしらせ 

蟹 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
 

④
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昭
和
五
十
年
度
の
市
税
完
納

者
は
五
千
八
百
八
十
九
人
あ
り
、
 

こ
の
う
ち
表
彰
年
に
あ
た
る
完

納
者
は
、
二
十
年
五
十
六
人
、
 

十
五
年
二
百
七
人
、
＋
年
二
百

五
十
七
人
、
七
年
二
百
六
十
五

人
、
五
年
三
百
六
十
八
人
、
三

年
四
百
十

一
人
の
合
わ
せ
て
千

五
百
六
十
四
人
で
す
。
 

納
税
者
の
深
い
理
解
と
ご
協
 

市
税
完
納
表
彰
式
は
、
次
の

日
程
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
該

当
者
は
ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。
 

▽
と
き
 
九
月
十
七
日
（
金
 

）
午
前
十
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

ホ
ー
ル
 

な
お
、
当
日
は
、
十
二
時
半

か
ら
各
地
区
代
表
に
よ
る
演
芸

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

積
立
分
譲
住
宅
 

積
立
者
を
募
集
（
補
充
）
 

積
立
分
譲
住
宅
と
は

一
定
期

間
分
譲
代
金
の
一
部
を
積
立
て

積
立
金
満
了
時
の
年
度
に
分
譲

住
宅
を
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。
 

こ
れ
に
は
、
積
立
金
に
対
す
る

一
定
の
利
息
相
当
額
を
付
す
る

ほ
か
住
宅
金
融
公
庫
か
ら
融
資

が
う
け
ら
れ
ま
す
。
 

▽
場
所
 
広
田
住
宅
団
地
 

▽
期
間
 
申
込
者
を
登
録
名
簿

に
登
録
し
、
随
時
先
着
登
録
者

よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

▽
受
付
場
所
 
市
都
市
計
画
課
 

，
⑤
一
一
一一
一
番
内
線
二
三
四
 

県
民
の
県
産
品
に

対
す
る
愛
用
意
識
を

高
め
、
地
場
産
業
を

育
成
し
よ
う
、
と
い

う
第
七
回
県
産
品
愛

用
ま
つ
り
は
、
さ
る

八
月
十
四
日
か
ら
三

日
間
市
内
柏
原
町
丸

キ
デ
パ
ー
ト
で
開
か

れ
、
郷
土
特
産
物
の

展
示
即
売
に
人
気
が

集
ま
り
ま
し
た
。
 

J物w
 

ク安
全
で
明
る
い
出

稼
ぎ
を
〈
 

市
出
稼
協
会

の
五
十

年
度
定
時
総
会
は
、
八

月
十
九
日
、
市
民
文
化

会
館
に
お
よ
そ
四
百
人

の
会
員
、
留
守
家
庭
の

方
々
が
出
席
し
て
行
な

わ
れ
、
出
稼
ぎ
の
安
全

を
願
っ
て
祈
願
を
し
ま

し
た
。
 ま
た
、
こ
の
日

は
、
総
会
に
先
だ
っ
て

出
稼
者
一
人
ひ

と
り
の

血
圧
測
定
を
行
な
い
、
 

健
康
で
明
る
い
出
稼
ぎ

の
実
現
を
呼
び
か
け
た

ほ
か
、
民
謡
、
歌
謡
シ

ョ
ー
で
楽
し

い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

ロ
発
舞
鷹
」
ロ
 

第
二
十
六
回
県
定
時
制
高
校

総
合
体
育
大
会
で
優
勝
し
た
、
 

市
立
七
和
高
校
（
伊
藤
清
蔵
校

長
）
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
 

ム
は
、
さ
る
八
月
十
日
か
ら
四

日
間
、
東
京
体
育
館
で
行
な
わ

れ
た
全
国
大
会
で
準
優
勝
し
ま

し
た
。
 

「
小
笠
原
君
優
勝
 

F
 小
学
生
卓
球
大
会
 

第
二
回
県
下
小
学
生
卓
球
大

会
は
、
さ
る
八
月
十
五
日
、
浪

岡
町
民
体
育
館
に
三
百
二
十
一
一

人
の
選
手
が
参
加
し
て
行
な
わ

れ
、
市
立
田
川
小
学
校
か
ら
出
 

場
し
た
十
七
人
の
う
ち
次
の
生

徒
が
入
賞
し
ま
し
た
。
 

▽
五
年
男
子
優
勝
 
小
笠
原

勝
▽
六
年
男
子
第
三
位
 
小
笠

原
学
▽
六
年
女
子
第
三
位
 
奈

良
美
佐
子
 

コ
 
険

加
入
者
の

J
 

一
 
素
人
演
芸
大
会

L
 

五
所
川
原
郵
便
局
簡
易
保
険

払
込
団
体
連
合
会
で
は
、
 
「簡

易
保
険
加
入
者
慰
安
素
人
演
芸

大
会
」
を
次
の
日
程
で
開
き
ま

す
。
隣
り
近
所
お
誘

い
合
わ
せ

の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
観
覧
下
さ
い

入
場
は
無
料
で
す
。
 

▽
と
き
 
九
月
＋
五
日
（
水
 

）
午
前
九
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

し
め
て
乗
れ
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
 
気
の
ゆ

る
み
 

県産品を愛用しよう 

j
か
】
 

ぎ
 

稼
 

出
 

な
 

全
 

安
 

力
に
よ
り
、
前

年
度
以
上
の
成

績
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま

す
。
 

軸
柵
ご柵認
認

鶏
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